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変化の時代を生き抜く力が求められる今、
大学入試や教育制度が変わり、中学入試も多様化しています。
知識の習得だけでなく、正解が1つに定まらない問いに向き合い、
自ら考え最適解を導く力が重視され、従来の学力観も大きく変わりつつあります。
こうした力を測る入試として注目されるのが「適性検査」です。
今回は適性検査型入試が浸透した背景や、
各校の特色ある取り組み、求められる力について取材を行いました。

学力試験では見抜けない力を重視
「適性検査」が導入された背景とは

正解が1つではない時代に
求められる「総合力」
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都立中高一貫校が求める

小学生に期待する
「4つの準備」

「3つの力」と

＜適性検査で求められる力＞

＜準備しておくとよいこと＞

読解力、思考力、判断力、表現力
教科書に載っている知識・技能の習得と
その活用力
各中高で重視される力
（例：あきらめずに最後までやり抜く力など）
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新聞（特に時事問題）、伝記、歴史、
サイエンス（数学・理科）、コンピュータに
関する本を読む
長文を要約する練習。特に音読が効果的で、
 親が聞いて対話することが望ましい
図表を読み取る練習をする
知識・技能は学習指導要領に沿っているため、
読み書きを中心に小学校の学習を
しっかり行う

COLUMN
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坂
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myTYPE_no14-0921_の2-.indd   04-05 2025/08/02   13:36



0706 September 2025 September 2025 070706 September 2025 Septembember 20r 202525

光塩女子学院中等科の
「総合型入試」が求める力とは？
̶ 教務主任・塚田聡子先生と進路指導主任・山本明先生に聞く！

「この入試問題を解いていて楽しい」、
そんな感覚で受験してもらえたら
うれしいです 塚田先生

1931年に光塩高等女学校として創設された光塩女子学院。
総合型入試の先駆けとも言える同校の「総合型入試」は、
2010年入試から選択制で実施、
その後2016年に独立した形で始まりました。
本格的に取り組み始めてから、間もなく10年。その手ごたえを、
教務主任の塚田聡子先生（社会科／探究チーム）と
進路指導主任の山本明先生(理科／物理)に聞きました。

　下線部 6「新しい言いまわしを身につければつけるほど、世界が広くなっていきます。」
の部分を読んだ光子さんは、この本の前の章の文中で「ケシゴムの悲しみ」という新鮮な
フレーズを目にし、面白い表現だなぁと感じたことを思い出しました。

（2）光子さんは「ケシゴムの悲しみ」といぅ新鮮なフレーズについて思いめぐらしています。「ケ
シゴム」は、実際には「悲しい」という感情を持っていないはずなの に、「ケシゴムの悲しみ」
という新しいことばのつながりによって、新しい世界が創り出されたように感じて、光子
さんはワクワクしました。「ケシゴムの悲しみ」 ということばのつながりからどのような情
景が思い浮かぶか、分かりやすく説明してくださしい。

問 6　

2025年光塩女子学院中等科   【2/1午前】 「総合」入試問題

しんせん

しんせん

おもしろ

　光塩の総合型入試では、「初めて目にした問題（文
章・図表）について、今まで学習した小学校レベル
の基礎知識を用いて、自分の頭を使って読み解き、
きちんと思考して論理的に表現する力」が評価され
ます。攻略法として重要なことは、「問題のなかに
あるヒントを見逃さず、自分の頭で考えてみようと
いうチャレンジする力、要は頭のしなやかさ、柔ら
かな思考ですね」（塚田先生）。
　つまり、未知の内容に対して臨機応変にチャレン
ジしていく力、知識よりも、“経験知” を活かす力
が試されていきます。なぜなら、その力が将来の進
路選択へのアドバンテージにつながるからです。「そ
ういったしなやかさを育む機会が、わが校にはたく
さんあります。勉強面だけではなく、友人関係でも
話し合いや交渉する力は大事だと思いますし、社会
にでてからも同様です。将来につながる大事な力を
身につけてほしいですね」（塚田先生）

光塩女子学院中の
「総合型」入試が求める

5つの力

COLUMN

　
　

　
　

――「総合型」入試を２月１日午前に実施されていますが、
いわゆる4教科型で合格を目指す生徒さんとは違った
個性を求めたいという意図があるのでしょうか？

――「その場で考える力」はいまの大学入試でも重視されて
いますし、変化する世の中に対応する上で、まさに求
められる力になっています。

―― そういった力をもった生徒さんたちは、現在の大学入
試、その先の社会でも大きな活躍ができそうです。

―― 作問についても伺わせてください。この入試は教科横
断型という意味で、いわゆる「適性検査型」の入試に
近いように思いますが、いかがでしょうか？

―― 確かに先生方の個性がそのまま活かされたような、オ
リジナリティにあふれた問題ばかりです。

―― 作問、採点はチームで行われているのでしょうか？

―― 総合（100点）に加えて、算数基礎（50点）、国語基礎
（50点）の3科目で行われる入試方法も特徴的です。
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実験２の結果
使った液体

実験の
様子

氷の様子
液体の体積
液体の重さ

消毒液 食酢（お酢） 植物油（サラダ油）

沈んだ
200cm3

160g 198g 179g

200cm3 200cm3
浮かんだ 沈んだ

八王子実践中学校2023（令和５）年度「適性検査Ⅱ」□３より一部抜粋

〔問題２〕

（１） 表１を参考にして、氷が浮かんだ食酢の重さと氷の重さ、氷が沈んだ消毒液の重さと氷の重
さから、氷が浮くときと沈むときの液体の重さについて説明しなさい。

（２） 植物油に氷を入れたとき、氷がゆっくり沈んだのはなぜですか。その理由を表１と会話文
を参考に説明しなさい。

（３） ＡさんとＢさんは、一方の液体を先にビーカーに入れておき、そのあともう一方の液体を同
じビーカーに入れる実験３をやろうとしています。水と植物油、消毒液と植物油のどちらかの
組み合せで実験３をしたとき、実験 1と実験 2 を参考にして、実験３の結果を理由を示して
予想しなさい。

――「適性検査の作問において、どのような点を意識して取
り組まれているのでしょうか？

――「自分で考える力」というお話もありましたが、適性検
査を解くうえで必要となる、論理的に読み取る力や表
現力は、どのように育まれるのでしょうか？

―― 実際の小学生の答案からは、どのようなことを感じま
すか？

　
　

　
　

　八王子実践中学校の適性検査では、小学校で学ぶ
知識・技能を基盤としながら、「問題文をしっかり
読む力」や「問いに対して的確に答える力」を重視
しています。
　そのため、あえて教科書的な知識や前提となる情
報を問題文に詳しく記載することはしていません。
また、計算スピードや単純な処理能力を問う問題は
基本的に出題しません。それよりも、「どのように
考えるか」「なぜそう答えるのか」といった思考の
プロセスに重きを置いています。

八王子実践中学校の
「適性検査入試」が求める力とは

COLUMN

＜評価する力＞

文章を深く読み、内容を正確に理解したうえで、
自分の考えや判断を加えて論理的に説明する力

資料を読み解き、必要な情報を整理して、
自分の考えを正確に表現する力

物事を多面的にとらえ、多様な考えに理解を
示しながら、より良い解決策を導き出す力

都立中高一貫校適性検査問題と同等レベルの
出題を通じて、理解力と柔軟な対応力を
発揮する力

1

２

3

4

―― 適性検査型入試と大学入試とのつながりについては、
どうお考えですか？

消毒液 食酢（お酢） 植物油（サラダ油）

沈んだ 浮かんだ 沈んだ

八王子実践中の
適性検査入試が求める力とは？
̶ 適性検査型入試ご担当・田母神武浩先生に聞く！

自分で考え、答えを導き出す力は、
中高での学びの土台になり、
大学入試にも直結します 田母神武浩 先生

八王子実践中学校では、2019年度ゟ 従来の教科型入試を廃止し、
「プレゼンテーション入試」と「適性検査入試」を導入。
適性検査は東京都立南多摩中等教育学校の出題傾向に準拠し、
得点率や採点基準も同等です。今回は、かつて南多摩中等教育学校に在籍し、
現在は八王子実践中学校で適性検査入試の作問を担当する
田母神武浩先生（入試広報室）にインタビュー。
作問における工夫や、同校が求める資質ついてお話を伺いました。
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―― かなり早い段階から、公立中高一貫校を志望される方
も受けられる適性検査型入試を実施し、先進コースでの
学びに結びつけ、学校の活性化や入試のレベルアップ
につなげてこられたと感じています。

―― 適性検査型入試の作問コンセプトは先進コースの探究型
の学びなど学習スタイルにも密接に繋がっていますか？

―― 適性検査型入試の作問は各教科の先生が関わられている
と思いますが、使用される素材について教えてください。

様々な意見を統合させつつ理解を深め、
自分の考え方へと昇華して表現できる力を

―― 作文がメインの適性検査型入試の採点は大変な部分も
あると思いますが、解答に触れていく中で発見された
ことなどはありますか？

―― 適性検査型入試を通じて、伸びしろのある生徒を迎え
たいとお考えの学校が多いように思います。多くの卒業
生を輩出しているご経験から先生方が感じられている
手応えは？

　
　

　
　

　安田学園の適性検査はⅠ・Ⅱ・Ⅲとありますが、特
にⅠ・Ⅱは筆記がメインです。工藤先生は「自分の
感じたことや考えたこと、体験を統合して書ける力
は必要です。論理性を重視しており、論理的に読み
取り、自分の意見を表現できることが大切です。基
本的な読解力はもちろんですが、自分の考えや書き
たいことがしっかりと決まっていても、きちんと筋
道を立てて伝えられるかという部分がネックになり、
うまく伝わらない解答が見られます」と話します。
　その対応について土屋先生は「例えば、保護者の
方と話すときでも、きちんと論理的に伝えられるよ
うに話すことが日頃から鍛えられる部分だと思いま
す。保護者の方は関わりの中で、伝わりにくいと感
じた部分について、『なぜそうなったの？』、『その
話とこの話のつながりは？』など、論理的に説明す
る力を本人に意識させる働きかけをしていただけた
らと思います」と教えてくれました。

安田学園中学校の
適正検査型入試が求める力とは

COLUMN

2024年度安田学園中学校【2/1午前】第1回「適性検査Ⅰ」より抜粋
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安田学園中学校の
適正検査型入試が求める力とは
̶ 適性検査型入試作問担当・工藤夏花先生と
　　入試広報部長・土屋道明先生に聞く！！

本校の探究型の学びとマッチし、
学力が飛躍的に伸びる
生徒が増えています 塚田先生

1923年、実業界の偉人・安田善次郎翁によって設立された安田学園。
近隣には2006年に中高一貫校に改めた都立両国高等学校・附属中学校があり、
都内の私学でもいち早く適性検査型入試を始め、多くの受験生を集めています。
2025年度の適性検査型入試において、2月1日午前は526名、
２日午前は390名という出願者があり、都内最大の受験者数を誇ります。
適性検査型入試作問担当・工藤夏花先生と
入試広報部長・土屋道明先生に同入試の作問や求められる力、
入学後の学校生活や進路について伺いました。
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